
60ドル台前半で売買が交錯
NY原油先物相場は、1バレル=62～65ドル水準で売買が交錯する展開になった。週前半はロシア産の供

給不安を手掛かりに安値修正が進み、64.76ドルまで切り返した。ウクライナ軍がロシアの石油関連施

設に対する攻撃を強化していること、米欧などがロシア産石油に対する制裁に踏み切るリスクが原油相

場を押し上げた。しかし65ドルの節目に届かず上げ一服となり、週後半は戻り売り優勢の展開になった。

結果的に60ドル台前半をコアとしたボックス相場が踏襲されている。

全般的に新規売買材料が乏しく、積極的な売買は見送られている。ウクライナの和平協議に目立った進

展が見られず、ロシア軍はウクライナに対する攻勢を強めている。ウクライナ軍はロシア軍の燃料補給

にダメージを与える目的で、ロシアの製油所や石油輸出ターミナルなどを集中的に攻撃している。一部

でロシア産石油供給への混乱も報告されているが、断続的に原油相場を押し上げるほどのインパクトは

見られなかった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月12日時点）は、原油が前週比929万バレル減、ガ

ソリンが235万バレル減、石油精製品が405万バレル増となった。
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【現状確認】
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需給緩和見通しで戻り売り優勢、供給リスクに注意必要だが

2

【展望】

需給緩和見通しから戻り売り優勢の地合が続くと予想される。

ドライブシーズン終了後の需要端境期に移行しているが、こ

のタイミングで石油輸出国機構（OPEC）プラスの減産縮小

（＝増産）が進むこともあり、世界的に供給過剰傾向が続く。

マクロ需給要因では、原油相場を大きく押し上げることが難

しい地合が続く。

商業在庫の増加ペースは、中国の備蓄戦略の動向にも強く依

存する。中国は備蓄向けに世界の余剰在庫を吸収しており、

原油相場の下落圧力を限定している。しかし、それを考慮に

入れても需給バランスは供給過剰に傾きやすく、供給サイド

に大きな動きがみられないのであれば、60ドルの節目を意識

した展開が続く。

その供給サイドでは、引き続きロシア産を巡る動向には注意

が必要。9月19日に欧州委員会はロシア産石油を輸送する

「影の船団」に対する追加制裁を発表した。米欧がさらに強

力な制裁を発表すると、改めて65ドルを試す可能性がある。

トランプ大統領は、ロシア産原油を購入する中国やインドに

対する関税を呼び掛けている。

また、9月19日には国連安全保障理事会が、対イラン安保理

制裁の解除を継続する決議案を否決した。9月27日までに新

たな決議案が可決されない場合には、イランへの武器輸出禁

止、核開発に関連した個人・団体の資産凍結などの制裁が再

開される。イラン産原油輸出環境にも混乱が生じる可能性が

あるだけに注意が必要。逆にイランが核施設査察への合意な

どの譲歩姿勢を見せて、制裁復活が回避されると、戻り売り

優勢の地合になりやすい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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